
１．研究の背景

＊弊社は道路工事が主力事業であるが、工事に伴うアスファルトオイル等が付着した車両の洗浄に

多大な時間を要する。この解決に洗浄剤を開発し販売もしている。この洗浄剤の希釈水はｐｈ１２が

必要である。ｐｈ１２の溶液として着目したのが牡蠣殻である。

弊社の研究開発にて牡蠣殻の水溶液をｐｈ１２まで高めることができた。この牡蠣殻水溶液には除

菌作用があることが平成２８年度・２９年度の試験にて判明、証明できた。この結果を基に、除菌を

目的とした牡蠣殻製品を開発しているが、焼成の条件が定まらず、焼成炉の設計条件に課題あり。

２．研究目的

＊平成２９年度の研究で得られた焼成条件を満たす焼成炉の設計条件の決定を目的とする。

３．研究の成果
＊ＬＰＧ・水素・酸素の混合の割合について研究を実施。
＊この研究の中で炎の方向性の管理（直進性と広がり）のためには酸素の調整が非常に重要である
ことが判明。
＊ＬＰＧの流量と水素の流量では、炎の方向・広がりを調整することは難しいことが判明。
＊バーナーの方向と個数により、牡蠣殻の焼成量は決定するが、今回の研究では、バーナー１個当
りの焼成範囲と温度、ＬＰＧ・水素・酸素の流量を検証し条件を決定。
＊数種類のパターンにて実験を実施、ＬＰＧ１０Ｌ/ｍｉｎ＋酸素２５Ｌ/ｍｉｎが炎の安定に最適の混合率
であったが、温度上昇は９００℃前後で、温度帯としては不足。

＊上記のＬＰＧ１０Ｌ/ｍｉｎ＋酸素２５Ｌ/ｍｉｎに水素を２Ｌ/ｍｉｎ→４Ｌ/ｍｉｎ→５Ｌ/ｍｉｎ→６Ｌ/ｍｉｎと加え

温度変化を確認、水素を加えることで温度は２００℃上昇した。熱電対では炎直下では、１２００℃

前後を推移することが判明。

４．データなど

ＬＰＧ 10Ｌ/ｍｉｎ

Ｏ2 25Ｌ/ｍｉｎ LPG 10L/ｍｉｎ

Ｈ2 5Ｌ/ｍｉｎ O2 25L/ｍｉｎ

焼成前 焼成後 Ｈ2 2→4→6L/ｍｉｎ

一度火を落と6Ｌ/ｍｉｎ
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